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　　　C－5　袖のﾒ､､旬if的研究(第3報)

　　　　　　条古雇や１‘ﾀ:狐大　高機春了　守嫉や釦女矩大　求野亨5　瑞墳矩ﾒ;。

　　　　　　折本昭^　髪知大ヽぎ短大仰　岡逼子　0 大阿属大垣鳥枚　O和り

　@絢　雅服のﾒヽI*] X 学昨分析≪すzに各方aがらすすめられているが、piわごtAき

つづ? 理動時州中縮寸法と初fl及ﾉり- ンの旬係を昿にっい・追求した。ここではig勧

時の伸縮寸略をシI /レの洋式により、袖丈乙袖幅のゆる升についi粳れた。

　方法　辣駆船Ik人々恥実験年^. /f7碑い^～7^- 植鋏希の右軋--$準璋也

Ｘれ腕<r 肘肉節左中･ヽこにっぎの如μ吟工}し合作成して平・募肉し各プロ-/プ向<n仲

縮政惑t犯誄した。腕の上挙勧作i前挙、測孝卜了特、腕の内転、外転和り祉　？

れtれi- おりる肘の動汗の神泉, 屈曲Lio'よ最大､) である。

　結果　醗ﾀﾞﾌ動悸I-ついて、シェl＼y の平m暴㈲による袖のﾉヽ゜ターンガら、t・神哨状

Ml-- つヽヽて顕基な、ぎ､をあげるム慕径では前峰中央牒1: 収綿レ惰演冲央線■l仲長す

^が、その最大値､ｺﾞ月樋下・月す肉節最大､屈曲時t"ある。周蚤は、=腕節最大i釦で・^^

加が狐.腕下水平m<は最大が月剣二挙/山肘伸晨時xある。月悩は挑グ側か肘最

大屈曲時である。こA らのμ果はﾄﾞ｀しス､パターン梨図に゛あ｀けろ丈(p鉛定及び丈と幅の

V?)るお･の関係の參｣リ出しに砥用したい。

C－6　0 －リンク勁ラーに関ずる研屍（業2報）

　　　　衿濤・唐1さー　　漿京営枝又　石毛フ三孚

膚績斟角と袖^ きの聞さ
○森谷多^､1-

( 目的〕

　前曳験ざ､3、D -リンn" カラーの製図別. 材質則^衿弟? の開き寸法、衿勝<^ 高さ

1*.翔ら匂｀にしr乙、分回ば同髪吼li＼ 材質・i の｀名. ^嶮。肩傾斜li ・刈轟､ﾆ．S ．Z

衿叱きめ閤き寸弧、衿噂。あさ)3 変化T ゐt き沁、いり｀') M ．χタン?" ーP" , Tjざ｀肩

r- 3い1 ろ衿い吸作、剥東^ - 方衆しに。

　けμ､Ｊ

　肖咳a莉支験と同おi､ど（か噴斜勧i ^/’ Zg°.／i°(ｸ3 漣類。衿u 直緑靫いぶふ

わ£によゐ聚咽のZ傭。乙')寸玖。童杓寸茲は￥れぞれ、Ｅ　Ｊ、7 , // an ･ｸﾞ々掃"^

に各え敗ヅフ. 合封婬放i智ヅドrつ。府質､i ブローr £僕用。濯繍/?前記了撞。が

ハに暮用さ^i,、柿^きめ明き、浅才iいこおIT ゐ衿勝、ぢぷにおげゐ衿腰をI 殺､ン７

さi回ずつランダム)z. 刹足八釘i 哨の♀均植をし仁。

　[軸l]

　二總。皺鴎-.i､f n 則ﾆ. 加吸僻岫こよろft があらわれ、特に衿腺ii.おいては、そ。左

び尺きくあらわれfこ。直練貳わ方茲にろいr is、傾斜'^。八さvヽもの/3 ど,衿索きの

聞きほ少a < . 衿蜷]J但くなり、肩兪わせ方法で､S、傾斜角・入さいφりi f',衿先

きの聞き^^瓦き（、衿縛､あ

衿疼。渚s 、吏-ft;ない3 前実皺と同膳の関係が認やられfz。


